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               Ｒ６．３．３１現在 

  配 水 場 名 管理本館 
ポ ン プ 所 

（ポンプ所能力） 

配  水  池 

（配水池容量） 
備 考 

佐屋配水場 ○ 
○ 

（16,900 ㎥） 

○ 
（14,705 ㎥） 

※ 

弥富配水場 ○ 
○ 

（30,000 ㎥） 

× 
（23,170 ㎥） 

管理本館・ポンプ室 

耐 震 補 強 対 策 済 

立田配水場 ○ 
○ 

（12,500 ㎥） 

× 
（12,300 ㎥） 

管理本館・ポンプ室 

耐 震 補 強 対 策 済 

立田受水場 

（受水池）  - △ 
（7,700 ㎥） 

液状化対策済 
（ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ工法） 

耐震施設率 １００．０％ 
１００．０％ 

（59,400／59,400 ㎥） 

３０．７％ 
（14,705／47,875 ㎥） 

 

 

※ 佐屋配水場……平成 4 年度から稼動している佐屋配水場設備は、水道施設耐震工  

法指針で定めるレベル 2、ランク A の耐震基準（震度 6 強～7 以上）を満たして

います。 

 

 

   

・  今後、立田・弥富配水場配水池の耐用年数の経過等を踏まえ、耐震補強又は

更新を順次進める予定です。 
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                              Ｒ６．３．３１現在 

  管  路 管路総延長 耐 震 管 延 長 ※ 耐震化率 

全 管 路 880.6km 156.9km 
内 

訳 

ダクタイル鋳鉄管 

（ＫＦ・ＳⅡ・ＮＳ・ＧＸ） 
28.4km 

17.8％ 鋼管（溶接継手） 06.4km 

ポリエチレン管 

（熱融着継手） 
0122.1km 

うち基幹管路 

（φ250 以上） 
104.1km 26.9km 

内 

訳 

ダクタイル鋳鉄管 

（ＫＦ・ＳⅡ・ＮＳ） 
20.9km 

25.8％ 鋼管（溶接継手） 05.9km 

ポリエチレン管 

（熱融着継手） 
 0.1 ㎞ 

※ 耐震管とは、導・送・配水管における耐震型継手を有するダクタイル鋳鉄管、鋼

管及び水道配水用ポリエチレン管（高密度）をいうものです。 

 

 

   

○ 老朽管(塩化ビニル管)更新事業 

この事業は、耐震性の低い接着接合による継手を有する経年塩化ビニル管の

更新を、平成 25 年度から令和 12 年度の 18 年間、口径 50 ㎜から 150 ㎜、延長

108.5 ㎞、総事業費 51 億 51,136 千円で施行するものです。 

 

   

・ 今後は、経年ダクタイル鋳鉄管の耐震管への更新を順次進める予定です。 


